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好
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く
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山田ハルヨさん
（８５歳・王子平）

特　　集 FEATURE ARTICLES

　

ま
だ
誰
も
眠
り
か
ら
覚
め
な
い
朝
の
時

間
、
起
き
る
と
す
ぐ
に
仏
壇
へ
向
か
い
ま

す
。
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
今
日
一
日
の

家
族
の
安
全
と
健
康
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

お
茶
を
飲
ん
で
新
聞
に
目
を
通
し
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
畑
へ
と
向
か
い
ま
す
。
い
つ

も
笑
顔
で
人
と
話
す
こ
と
の
大
好
き
な
山

田
ハ
ル
ヨ
さ
ん
は
近
所
で
は
有
名
な
元
気

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

一
緒
に
テ
レ
ビ
で
野
球
観
戦

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
大

フ
ァ
ン
。
息
子
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
は
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
。
そ
ん
な
三
人
は
い
つ
も
一
緒

に
野
球
中
継
を
見
る
そ
う
で
す
。
野
球
好

き
な
人
な
ら
、
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

好
き
な
球
団
の
違
い
は
ケ
ン
カ

を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
最
近
、

途
中
で
寝
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す
。
が
ん
ば
れ
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
！

夢
は
バ
イ
ク
で
高
速
へ

　

息
子
さ
ん
の
英
重
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
の

英
司
さ
ん
は
バ
イ
ク
が
大
好
き
。
で
も
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、「
危
な
い
か
ら
や
め

な
！
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
？
そ

れ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
夢
は
「
バ
イ
ク

の
後
ろ
に
乗
っ
て
高
速
道
路
を
ス
〜
イ
ス

イ
と
走
る
こ
と
」
だ
か
ら
で
す
。

　

で
も
や
っ
ぱ
り
事
故
は
心
配
。
気
を
つ

け
て
走
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
夢
は
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
叶
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
。

英
重
さ
ん
、
英
司
さ
ん
。

元
気
の
秘
密

　

誰
と
で
も
話
を
す
る
の
が
大
好
き
な
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
老
人
会
、

近
所
の
人
や
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
家
族
の
援
助
な

し
で
は
楽
し
い
生
活
は
出
来
な
い
と
言
い

ま
す
。

　

家
族
で
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
、
な
ん

で
も
話
し
合
い
、
助
け
合
う
。
み
ん
な
で

優
し
い
気
持
ち
で
、
心
を
明
る
く
前
向
き

に
生
活
す
る
。
こ
れ
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

元
気
の
秘
密
で
す
。
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「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
こ
の
花
は
な
ん
て
い

う
の
？
」
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　
「
こ
の
花
は
ノ
ア
ザ
ミ
だ
よ
」
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
や
さ
し
く
答
え
ま
す
。

　

母
畑
小
学
校
の
３
学
年
・
４
学
年
の
子

ど
も
た
ち
は
、
野
草
の
観
察
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
観
察
会
に
特
別
講
師
と
し
て

招
か
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
関
根
政

信
さ
ん
で
す
。

　

関
根
さ
ん
は
広
報
誌
で
お
な
じ
み

「
ふ
る
さ
と
の
花
だ
よ
り
」
の
写
真

提
供
を
し
て
も
ら
っ
て
い
て
５
月
号

で
１
０
０
回
を
む
か
え
ま
し
た
。

　

年
前
か
ら
カ
メ
ラ

７０

　

関
根
さ
ん
は
昭
和　

年
、
弟
さ
ん
の
影

１０

響
で
初
め
て
カ
メ
ラ
を
手
に
し
ま
し
た
。

当
時
は
写
真
自
体
が
珍
し
い
も
の
で
現
像

は
自
分
で
、
現
像
の
た
め
の
用
品
も
高
価

で
な
か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
家
族
の
記
念
写

真
や
飼
っ
て
い
た
牛
が
入
賞
し
た
記
念
の

写
真
な
ど
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
趣
味
で
写
真
を
撮
る
こ
と
は
な
か
っ
た

時
代
で
す
。

カ
メ
ラ
を
離
さ
な
い

　

ち
ょ
う
ど
花
の
写
真
を
撮
り
始
め
た
の

は
平
成
３
年
６
月
の
こ
と
で
し
た
。
当
時

は
ま
だ
現
役
で
農
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

農
作
業
で
田
ん
ぼ
に
行
く
と
き
、
山
に
行

く
と
き
片
時
も
カ
メ
ラ
を
は
な
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
、
仕
事
の
合
間
に
あ
ぜ
道

の
花
や
山
道
の
草
花
を
撮
影
す
る
た
め
で

し
た
。
生
活
の
周
囲
だ
け
で
も
た
く
さ
ん

の
花
が
あ
り
ま
し
た
。

花
を
写
す
き
っ
か
け

　

花
を
写
真
に
残
し
は
じ
め
た
の
は
、
い

つ
も
近
く
に
咲
い
て
い
た
花
が
な
く
な
っ

て
き
た
か
ら
で
し
た
。
急
激
に
環
境
の
変

化
が
進
み
、
野
山
は
荒
れ
、
野
草
は
乱
獲

さ
れ
、
ほ
ん
ら
い
花
々
が
生
活
し
て
き
た

場
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
キ
レ
イ

な
花
の
写
真
を
残
す
こ
と
で
自
然
破
壊
を

憂
い
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い

き
ま
す
。

　

関
根
さ
ん
の
身
の
回
り
は
い
つ
も
整
理

整
頓
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
題
名
や
説

明
な
ど
が
つ
け
ら
れ
整
理
さ
れ
、
古
い
写

真
は
、
今
後
の
た
め
に
と
接
写
（
写
真
を

撮
影
す
る
）
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
書
籍
類
も
フ
ァ
イ
ル
に
キ
レ
イ
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

素
敵
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
私
た
ち
も
見

習
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

関根政信さん
（９０歳・母畑字掘ノ内）
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石川町長寿番付表 ●平成17年7月21日現在 
西 東 

石

川

町

長
　

西
牧
　
立
博 

老

人

ク

ラ

ブ
　

近
藤
　
　
隆 

  

石
川
老
人
ク
ラ
ブ
　

小
川
　
　
薫 

新
田
老
人
ク
ラ
ブ
　

近
藤
　
　
隆 

外
槙
老
人
ク
ラ
ブ
　

首
藤
　
忠
良 

  

沢
田
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

郷
　
　
正
光 

野
木
沢
老
人
ク
ラ
ブ
　

中
村
　
嘉
雄 

母
畑
老
人
ク
ラ
ブ
　
　

滝
口
　
義
丸 

  

中
谷
老
人
ク
ラ
ブ
　

岡
部
　
　
良 

山
橋
老
人
ク
ラ
ブ
　

生
田
目
忠
一 

 

審
判 

行
司 

行
司 

行
司 

丹
内
　
ユ
キ 

酒
井
　
ハ
ル 

大
平
　
キ
ク 

酒
井
　
末
治 

関
根
　
儀
光 

南
條
　
チ
ヨ 

小
木
　
清
美 

坂
本
キ
ク
ノ 

添
田
　
ミ
ツ 

遠
藤
　
義
勝 

佐
藤
　
三
郎 

添
田
　
マ
キ 

板
橋
　
八
重 

添
田
周
太
郎 

小
木
　
キ
ク 

瀬
谷
イ
コ
ウ 

鈴
木
　
英
二 

関
根
　
ア
サ 

塩
澤
　
ツ
ル 

水
野
　
彌
助 

増
子
俊
之
助 

太
樂
　
重
光 

熊
耳
　
シ
ヲ 

小
川
　
も
と 

渡
辺
　
キ
ヨ 

塩
田
　
ネ
イ 

猪
狩
　
ヨ
シ 

郷
　
　
キ
ク 

志
賀
　
英
夫 

九
九

九
八 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

双
里
字
谷
津
前 

山
形
字
松
森 

塩
ノ
平 

沢
井
字
五
反
分 

南
山
形
字
中
野
沢 

南
山
形
字
中
野
沢 

板
橋
字
上
松
ケ
平 

下
泉 

北
山
形
字
大
平 

山
形
字
若
林 

沢
井
字
東
内
打 

猫
啼 

板
橋
字
下
松
ケ
平 

北
山
形
字
沢
尻 

板
橋
字
坊
屋
敷 

中
田
字
浮
内 

新
町 

沢
井
字
上
ノ
原 

中
野
字
福
貴
田 

板
橋
字
山
口 

沢
井
字
竹
柄 

板
橋
字
南
浮
庭 

大
室 

南
山
形
字
中
野
沢 

母
畑
字
樋
ノ
口 

中
田
字
孫
目 

双
里
字
七
鍬
石 

新
屋
敷
字
新
覚 

北
町 

 

横
綱 

大
関 

関
脇 

同 小
結 

同 同 同 
同 前

頭 

同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 同 

前
田
　
　
勝 

添
田
　
チ
ヨ 

小
湊
　
ヨ
シ 

熊
懐
　
ヤ
ヱ 

鈴
木
　
タ
ケ 

須
藤
　
ミ
ヨ 

曲
山
　
デ
ン 

渡
辺
　
キ
イ 

山
崎
　
キ
ク 

常
松
タ
子
ヨ 

永
沼
　
荘
次 

吉
田
ヒ
テ
ヨ 

高
橋
よ
し
子 

緑
川
　
シ
ゲ 

相
樂
　
サ
イ 

小
木
　
　
忠 

有
松
　
ノ
イ 

大
平
　
キ
ヨ 

郷
　
　
為
彦 

矢
吹
　
せ
つ 

戸
松
　
イ
エ 

吉
田
　
テ
ル 

有
賀
　
ミ
サ 

鈴
木
　
ヤ
イ 

鈴
木
　
サ
ヨ 

有
賀
　
ツ
マ 

鈴
木
　
シ
チ 

中
島
キ
ヨ
子 

坂
本
　
ヨ
シ 

瀧
口
　
ナ
ツ 

九
八 

九
七 

九
七 

九
六 

九
六 

九
六 

九
六 

九
五 

九
五 

九
五 

九
五 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
四 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三 

九
三

九
三 

九
三 

九
三 

沢
井
字
藤
沢 

北
山
形
字
萱
手
作 

谷
地
字
竹
ノ
花 

鹿
ノ
坂 

中
田
字
下
矢
造 

板
橋
字
北
浮
庭 

塩
沢
字
大
日
向 

母
畑
字
長
石
田 

大
橋 

塩
ノ
平 

山
形
字
兎
田 

当
町 

塩
ノ
平 

南
町 

双
里
字
谷
津 

板
橋
字
坊
屋
敷 

鹿
ノ
坂 

境
ノ
内 

沢
井
字
後
原 

谷
沢
字
京
賀
ノ
内 

塩
ノ
平 

沢
井
字
深
谷 

形
見
字
尾
巻 

双
里
字
七
鍬
石 

双
里
字
桜
町 

塩
沢
字
金
堀 

新
町 

沢
井
字
竹
柄 

当
町 

母
畑
字
前
牛
沼 

大
関 

関
脇 

同 小
結 

同 同 同 前
頭 

同 同 同 同 同 同 同 同 
同 同 同 同 同 同 同 同 

同 同 同 同 同 同 

　

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
き

た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日

で
す
。

　

わ
が
町
に
は
、
い
つ
も
元
気
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

　

今
年
も
恒
例
の
石
川
町
長
寿
番
付
表
を

作
成
し
ま
し
た
。
町
内
の　

歳
以
上
の
方

９０

は
１
５
６
人
（
７
月　

日
現
在
）
い
ら
っ

２１

し
ゃ
い
ま
す
。

　

横
綱
に
は
、　

歳
を
迎
え
ら
れ
た
丹
内

９９

ユ
キ
さ
ん
（
双
里
字
谷
津
前
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
行
政
区
長
や
民
生
委
員
、

婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
６
地
区
２
施
設
の
８
会
場
で
長
寿

を
祝
う
敬
老
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
方
は
、

昭
和
５
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ　

歳

１６

７５

以
上
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
招
待
者

に
は
長
寿
を
祝
い
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
様
々
な
催
し
、
祝
い
金
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
す
。

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

各
地
区
で
 

長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会
を
開
催
 

9
月
20
日
は
 

「
敬
老
の
日
」 

各
地
区
で

各
地
区
で
 

長
寿
を
祝
う

長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会

敬
老
会
を
開
催

を
開
催
 

各
地
区
で
 

長
寿
を
祝
う
 

 

敬
老
会
を
開
催
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施
設
入
居
者
の
居
住
費
と
食
費
は
保

険
給
付
の
対
象
で
す
が
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
そ
の
費
用
は
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
・
在
宅
利
用
者
の
負
担
の
公
平

性
を
図
る
た
め
、
施
設
給
付
の
う
ち
居

住
費
、
食
費
は
保
険
給
付
の
対
象
外
と

な
り
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
新
予
防
給
付
の
創
設

　
　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
以
来
、

要
介
護
状
態
が
軽
度
（
要
支
援
、
要

介
護
１
）
の
高
齢
者
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
軽
度
の
高
齢
者

に
対
す
る
現
在
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
は
、
本
来
の
目
的
の
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
軽
度
の

高
齢
者
に
本
来
の
意
味
で
の
介
護
予

防
給
付
を
行
な
い
ま
す
。

②
地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

高
齢
者
が
介
護
や
支
援
が
必
要
と
な

る
前
に
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
事
業
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
認
知
症

（
痴
ほ
う
）
の
高
齢
者
が
増
加
す
る

な
か
、
自
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
へ

の
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
身
近
な
地
域
で
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

　
　

虐
待
な
ど
高
齢
者
が
か
か
え
る

様
々
な
問
題
相
談
、
ま
た
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
や
福
祉
の
選
択

の
仕
方
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

③
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　

在
宅
介
護
と
施
設
介
護
の
中
間
的

な
役
割
を
持
っ
た
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

不
適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
が
よ

い
事
業
者
、
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
で
き
、
要
介
護
認
定
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
策
定
が
公
平
・
公
正
に
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
、
事
業
者
の
情
報
の
公
表

や
規
則
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直

し
を
行
な
い
ま
す
。

①
第
１
号
保
険
料
の
見
直
し

　
　

低
所
得
者
に
対
し
て
の
保
険
料
軽

減
な
ど
負
担
能
力
を
き
め
細
か
く
配

慮
し
た
保
険
料
設
定
に
し
ま
す
。
ま

た
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）
の
対
象
を
遺
族
年
金
、
障
害
年

金
ま
で
拡
大
や
特
別
徴
収
対
象
者
の

把
握
時
期
を
複
数
回
に
す
る
な
ど
の

徴
収
方
法
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
ま

す
。

②
要
介
護
認
定
の
見
直
し

③
市
町
村
の
保
険
者
機
能
の
強
化

　

※
詳
し
く
は　

月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹

１０

介
し
て
い
き
ま
す
。

平
成　

年　

月
か
ら
の

１７

１０

改

正

の

概

要

平
成　

年
４
月
か
ら
の

１８

改

正

の

概

要

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の

　

利
用
者
負
担
が

　

見
直
し
さ
れ
ま
す

　

介
護
予
防
を
重
視
し
た

　

給
付
や
事
業
を
行
な
い
ま
す

お問い合わせ先

石川町役場
保健福祉課高齢福祉係

�２６－９１２４

なぜ今見直しが行なわれているのでしょうか？見直しの基本視点は３つ 
①介護保険制度がこれからも円滑に運営・持続していくために。 

③介護や医療、福祉など利用者が総合的なサービスを利用できるよう、 
　他の制度との統合を進めていくために（継続審議中）。 

②超高齢社会に備え介護や支援を必要とする人を減らし、元気な高齢 
　者を増やしていくために。 
※２０１５年には６５歳以上の高齢者が約３,３００万人に、２０２５年には７５歳以上の高齢者が
２,０００万人を超えるとされています。（厚生労働省「２０１５年の高齢者介護」より） 

介護予防・地域での生活支援・ 
サービスの質の向上見直しなど 

平成17年10月 
から変わります！ 

平成18年４月 
から変わります！ 

施設サービスの利用者負担が 
見直されます。 

介護保険が変わります 介護保険が変わります 
－いつまでもいきいきと暮らすために－ 

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

　

生
活
を
支
援
す
る

　

サ
ー
ビ
ス
体
系
を
つ
く
り
ま
す

　

利
用
者
を
考
え
た

　

負
担
の
あ
り
方
や
制
度
運
営
の

　

見
直
し
を
行
な
い
ま
す

　

適
切
な
利
用
の
た
め
に

　

サ
ー
ビ
ス
の
質
を

　

確
保
・
向
上
し
ま
す



��

�
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�月��日から 
調査員が 
調査票を 
お届けします 

��月�日 
現在の状況を 
記入ください 

��月��日まで 
調査員が 
回収に 
伺います 

72005.08.012005.08.01

国勢調査員が
うかがいます

　９月下旬から、総務大臣に任命された国勢調

査員が皆さんのお宅に調査票を配りにお伺いし

ます。調査票が届いたら、１０月１日現在の皆さ

んの状況を記入してください。

調査内容の秘密は守られます
　法律により、国勢調査員は調査票の内容に関

して、秘密を厳守することが義務付けられてい

ます。調査票は、統計を作る目的だけに使用し、

厳重に管理されます。

結果は町づくりに生かされます
　例えば、世帯構成や住宅の状況は社会福祉や

環境整備のための計画を、就業状況は雇用対策

などの経済政策を、通勤・通学などの人の移動

は交通計画や防災計画の基礎資料になります。

お問合せ先

　企画調整課企画係

　�２６－９１１１（直通）



8 2005.08.012005.08.01

平成 

年 8
平成 

年 12

▲ 

「
あ
さ
ひ
公
園
」
名
称
決
定 

み
ん
な
の
い
こ
い
の
場 

▲ 

21
世
紀
を
迎
え
、ミ
レ
ニ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

▲ デイサービスセンター 
「長生園」が開所 

平成 

年 10

平成 

年 13

平成 

年 13

▲ 

一年中楽しめます 
温水プールが 
オープン!

キ
ラ
ラ
大
使
を
委
嘱 

和子・ウィルソンさん 渡邉　登さん 

小泉　智英さん 

特　　集 FEATURE ARTICLES

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 

年

月１
月

２
月

３
月

４
月

８
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

８
月

　

月
１１４

月

お
も
な
出
来
事

新
し
尿
処
理
施
設
が
完
成

非
常
災
害
に
備
え
て
東
京
都
荒
川
区

と
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ

国
営
母
畑
開
拓
建
設
事
業
が
完
了

県
中
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団
を

設
置

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
所

南
町
の
親
水
公
園
の
名
称
「
あ
さ
ひ

公
園
」
に
決
定

「
石
川
都
市
計
画
区
域
」
と
な
る
石

川
・
浅
川
・
玉
川
・
平
田
の
各
都
市

計
画
区
域
の
広
域
化

首
都
機
能
移
転
先
「
北
東
」
な
ど
を

調
査
区
域
に

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

石
川
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

「
屋
内
温
水
プ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン

石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
設
置

レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
に
「
ラ
ジ

コ
ン
飛
行
場
」
が
完
成

大
雨
災
害
・
初
の
対
策
本
部
を
設
置

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

第
１
回
海
外
派
遣
事
業
「
女
性
の
翼
」

が
モ
ン
マ
ス
市
へ

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
生
園
が

開
所

平
成　

年
��

平
成　

年
��

平
成　

年
��

平
成　

年
�

平
成　

年
�
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平成 

年 13
平成 

年 13
平成 

年 14

平成 

年 14

平成 

年 15▲ 

国
の
重
要
無
形
文
化
財 

宮
中
雅
楽
の
観
賞
会
が
開
か
れ
た
。 

▲最先端の技術が集まった 
　きららクリーンセンターが運転開始 

▲沢田地区簡水が通水 

▲うつくしま未来博が開催 

雨の中、熱戦が繰り広げられました 
が開催 

石川町 
年の あゆみ 50石川町 
年の あゆみ 50石川町 
年の あゆみ 50 平成8年～現在 

６
月

１
月

４
月

５
月

７
月

８
月

４
月

６
月

８
月

９
月

　

月
１０６

月
８
月

余
裕
の
あ
る
教
室
を
利
用
し
て
児
童

ク
ラ
ブ
開
設

キ
ラ
ラ
大
使
を
委
嘱
（
小
泉
智
英
さ

ん
・
渡
邉
登
さ
ん
・
和
子
ウ
ィ
ル
ソ

ン
さ
ん
）

第
４
次
総
合
計
画
（
キ
ラ
ラ　

プ
ラ

２１

ン
）
ス
タ
ー
ト

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
・
排

ガ
ス
高
度
処
理
施
設
完
成

う
つ
く
し
ま
未
来
博
が
開
催

沢
田
地
区
簡
易
水
道
通
水

完
全
学
校
週
５
日
制
ス
タ
ー
ト

新
成
人
に
よ
る
新
世
紀
未
来
議
会
が

開
催

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
が
稼
動

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
完
成

第　

回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま

１５
大
会
（
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
２
０
０
２
）
が
開
催

き
ら
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
運
転

開
始

宮
中
雅
楽
鑑
賞
会
が
開
か
れ
る

広
域
営
農
団
地
農
道
蓬
田
〜
浅
川
間

全
面
開
通

平
成　

年
��

平
成　

年
��

平
成　

年
��

平
成　

年
��



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
６
月
３
日
、石
川
駅
前
か
ら
石
川
町
中
央

公
民
館
ま
で
石
川
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
女

性
部（
矢
内
洋
子
会
長
）が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。 

　
同
組
合
女
性
部
は
「
全
国
統
一
美
化
活
動
」
に

あ
わ
せ
、ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向

上
や
未
成
年
の
喫
煙
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
緑
色
の
エ
プ
ロ
ン
に
は
「
ひ
ろ
え
ば
町

が
好
き
に
な
る
」
の
ロ
ゴ
が
入
っ
て
お
り
、す
れ
違

う
人
た
ち
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。 

 

石
川
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
が 

全
国
統
一
美
化
活
動 

根
本
さ
ん
夫
妻 

福
島
県
農
業
賞
を
受
賞 

自
宅
の
庭
に 

８
０
０
株
の
サ
ツ
キ 

景
観
を
守
る 

　
　
　
牛
を
放
牧 

　
６
月
６
日
、字
新
屋
敷
首
藤
松
男
さ
ん
宅
の
庭

に
植
え
ら
れ
た
サ
ツ
キ
約
８
０
０
株
が
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
サ
ツ
キ
は
、首
藤
さ
ん
が
昭
和
４０
年
か
ら
、趣

味
と
し
て
少
し
ず
つ
集
め
た
サ
ツ
キ
の
盆
栽
を
１０

年
前
に
庭
へ
移
植
し
た
も
の
で
、家
族
と
一
緒
に

剪
定
や
周
囲
の
草
刈
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
首
藤
さ
ん
は
、退
職
後
「
人
が
集
ま
っ
て
く
れ

る
何
か
を
や
り
た
か
っ
た
」
と
楽
し
そ
う
に
一

面
の
サ
ツ
キ
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。 

 

　
６
月
２２
日
、根
本
常
和
さ
ん
利
子
さ
ん
夫
妻

が
第
４６
回
福
島
県
農
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
賞
は
農
業
経
営
改
善
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
地
域
の
模
範
と
な
る
個
人
や
団
体

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
根
本
さ
ん
夫
妻
は
果
樹

の
品
種
構
成
を
工
夫
し
て
出
荷
時
期
を
早
め
る
と

と
も
に
、日
当
た
り
を
考
慮
し
た
樹
形
と
し
、着
色

に
工
夫
を
凝
ら
し
商
品
価
値
を
高
め
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
受
賞
報
告
に
町
長
室
に
訪
れ

た
根
本
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
石
川
町
の
果
樹
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　
６
月
１０
日
、字
梁
瀬
長
久
保
貢
さ
ん
所
有
休
耕
地
を

利
用
し
た
牛
の
放
牧
展
示
ほ
場
へ
２
頭
の
牛
が
放
牧
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
回
、牛
の
い
る
風
景
創
出
事
業
と
し
て
休
耕
地
の

解
消
、農
村
の
景
観
形
成
な
ど
を
目
的
に
県
内
４
箇
所

の
モ
デ
ル
地
区
の
ト
ッ
プ
を
き
り
放
牧
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
ほ
場
は
牛
た
ち
が
草
を
食
べ
つ
く
し
た
時
、

容
易
に
場
所
の
移
動
が
出
来
る
よ
う
牧
柵
と
し
て

電
牧
線
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

自
然
の
中
に
放
さ
れ
た
牛
た
ち
は
、降
り
注
ぐ
太

陽
の
下
お
い
し
そ
う
に
草
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。 
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ア
ク
ア
マ
リ
ン
の 

移
動
水
族
館
が
や
っ
て
き
た 

心
つ
た
え
よ
う
明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

あ
じ
さ
い
ま
つ
り
が
開
催 

　
６
月
２６
日
、石
川
町
体
育
館
で
２
０
０
５
あ
じ

さ
い
ま
つ
り（
遊
佐
憲
雄
実
行
委
員
長
）が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
１６
年
目
を
迎
え
た
、主
催
の
「
や
さ
し
く

助
け
合
う
仲
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、

地
域
の
中
で
活
動
す
る
様
々
な
サ
ー
ク
ル
団
体
が
互

い
に
助
け
合
い
協
力
し
な
が
ら
成
長
し
、地
域
参
加
と

貢
献
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
、ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、小
規
模
作
業
所
な
ど
で
作
ら
れ
た
作
品
や
お
菓

子
な
ど
の
販
売
な
ど
様
々
な
企
画
で
、来
場
者
と
一
緒
に

充
実
し
た
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

　
６
月
２３
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
３
日
間
、南
山
形

小
学
校
、母
畑
小
学
校
、中
谷
第
二
小
学
校
の
３
校

と
総
合
体
育
館
に
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
ア

ク
ア
ラ
バ
ン（
移
動
水
族
館
専
用
車
）が
来
町
し
移

動
水
族
館
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
合
体
育
館
で
は
ナ
マ
コ
、ウ
ニ
、ヒ
ト
デ
と
い

っ
た
水
生
生
物
に
触
れ
た
り
、海
藻
を
使
っ
て
カ

ー
ド
を
作
る
な
ど
興
味
深
い
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、家
族
で
訪
れ
た
子
ど
も
達
が
、大
き
な

歓
声
を
挙
げ
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。 
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8月 ●August

保健センター
老人福祉センター

勤労青少年ホーム

中島病院

保健センター
保健センター
老人福祉センター

おりの整形外科（ク）
町民グラウンド

すくすく教室（９：３０～）
心配ごと相談・結婚相談
（１０：００～）
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）

在宅当番医

１歳児健診（９：３０～）
３歳児健診（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医
会長旗野球大会

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

15
16
17

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

29
30
31

9月 ●September

保健センター

町民グラウンド
クリスタルパーク石川
中島病院

町民グラウンド
老人福祉センター
保健センター

中島病院

保健センター

保健センター
保健センター
保健センター

勤労青少年ホーム

防災の日
１歳６ヶ月健診（１３：００～）

東日本二部野球県南大会（～４日）
新田地区スポーツ大会
在宅当番医

協会杯ゲートボール大会
心配ごと相談（１０：００～）
３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ
（１３：００～）

在宅当番医

ポリオワクチン投与
（１２：３０～）
三種混合（１２：３０～）
ひまわり教室（９：３０～）
２歳児教室（９：３０～）
老人の日
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）

�

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�

1

2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

15

石 川 町 8 ～ 9 月 の 主 な 予 定

鳥内遺跡の全貌展は8月28日までです
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職
業
▽
製
造
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

最
近
ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
始
め
た
た
ば
か

り
な
の
で
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

あ
と
は
、
買
い
物
が
好
き
で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

自
分
の
好
き
な
服
に
囲
ま
れ
て

仕
事
が
し
た
い
の
で
、
洋
品
関

係
の
シ
ョ
ッ
プ
店
員
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が

８
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出

５０

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結

２９

婚
、
少
し
の
農
家
と
か
や
ぶ
き

屋
根
の
職
人
と
し
て
生
計
を
た
て
て
い

ま
し
た
。
泊
ま
り
こ
み
の
仕
事
も
多
く

妻
に
は
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
昭
和　
４０

年
く
ら
い
か
ら
は
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の

減
少
に
よ
り
夫
婦
で
働
き
に
出
ま
し
た
。

長
女
が
兄
弟
た
ち
の
め
ん
ど
う
を
見
て

く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
現
在
は
息
子

夫
婦
や
孫
た
ち
に
囲
ま
れ
の
ん
び
り
と

過
ご
し
て
い
ま
す
。

住所／沢井字大山平

中島　健夫さん (７９歳 )
ミツさん (７８歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

板橋字沢古屋

小木　増美さん
（２４歳）

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す

か路
上
駐
車
が
多
い
の
で
駐
車
場

の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

や
さ
し
く
て
趣
味
の
合
う
人
で

す
。

次
回
は
、
小
木
さ
ん
の
紹
介
で

遠
藤　

毅
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

健
夫　

温
泉
と
読
書
で
す
。

ミ
ツ　

花
と
野
菜
づ
く
り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

白
鳥
池
な
ど
の
自
宅
周
辺
の
風

景
で
す
。
季
節
の
花
々
や
鳥
た

ち
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
と
て
も
落
ち
着

き
ま
す
。町

政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
者
た
ち
が
定
住
す
る
た
め
、

雇
用
の
場
の
確
保
を
お
願
い
し

ま
す
。

山田　 真 子   ちゃん
ま こ

平成１５年４月２５日生まれ

西牧 明 莉   ちゃん
あか り

平成１５年１２月１日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

（
王
子
平
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
��

（
屋
敷
入
）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第5回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　神奈川県東部、県庁所在地の横浜市中
区です。中区には、県庁のほか山下公園、
中華街、横浜スタジアム、外人墓地など
様々な名所があり、異国情緒あふれる観
光地として、また経済、商業、工業各部
門で活気あふれる町です。
私の実家は本牧にあります。当時は海岸
線が続く風光明媚な港町でした。海岸沿
いの丘に学校があり、海で泳いだり、魚
を取って遊んだことを思い出します。
現在、海岸線は埋め立てられ、工場が立
ち並び、子どもの頃の面影はなくなって
しまいました。
◆いつ、石川町に来ましたか
　昭和４８年に来ました。
◆石川町の印象は
　遠くから聞こえてくるカエルの声、の
どかな田園風景が美しく、人情味あふれ
る皆さんにとても親切にしていただいて
おります。
◆町政に望むことは何ですか
　雇用拡充や住環境整備を行い、若い人
が定住し、子供がたくさんいる町づくり
をお願いします。

神
奈
川
県
横
浜
市 

た
ち
は
、
下
は
幼
児
の
ジ
ュ
ニ

ア
か
ら
上
は
シ
ニ
ア
が
ち
ょ
い

と
、
中
は
熟
年
パ
ワ
ー
が
あ
ん
こ
に
ど

っ
さ
り
と
ケ
ン
ケ
ン
ワ
イ
ワ
イ
の
チ
ー

ム
で
す
。
は
じ
め
は
未
来
博
の
舞
台
で

踊
ろ
う
と
商
工
会
の
音
頭
で
集
ま
り
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
が
「
よ
さ

こ
い
」
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
手
探
り

の
状
況
で
し
た
が
、
ビ
デ
オ
で
研
究
し

た
り
、
先
進
地
へ
習
い
に
行
っ
た
り
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

最
初
は
み
ん
な
初
心
者
で
す
。
尻
込

み
し
な
い
で
、
一
緒
に
大
き
な
声
を
出

し
、
い
っ
ぱ
い
動
い
て
楽
し
く
ス
ト
レ

ス
を
発
散
し
ま
し
ょ
う
！

�
日　

時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１９

２１

�
場　

所　

石
川
町
体
育
館

�
連
絡
先　

遊
佐　

憲
雄

�
電　

話　

２
６
―
３
２
５
０

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

よさこい踊り隊

�
踊
り
終
え
る
と
さ
わ
や
か
な
汗
充
実
で
す

�
青
空
の
下
、
爽
快
で
す
�

私

双里字白坂下双里字白坂下

藤井 満子藤井　満子さんさん
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大
正
４
年
（
一
九
一
五
）、『
福
島
民
報
』
に

連
載
さ
れ
た
佐
藤
虎
眠
記
者
の
「
石
川
遊
歴
」

も
最
終
回
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
佐
藤
記
者

の
「
結
論
」
は
次
の
よ
う
で
す
。

＊

　

田
村
郡
か
ら
学
べ　

石
川
郡
は
地
勢
・
生

産
・
気
質
に
お
い
て
田
村
郡
に
似
て
い
る
。
違

う
の
は
郡
の
面
積
で
あ
る
。
だ
か
ら
石
川
郡
の

進
歩
・
改
善
を
図
る
な
ら
ば
、
田
村
郡
の
経
営

を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
遠
く
県
外
を
視
察
し
て

多
大
の
費
用
を
投
じ
る
な
ら
ば
、
隣
接
す
る
田

村
郡
か
ら
共
通
す
る
方
針
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

石
川
郡
が
教
示
す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　

河
野
党
あ
る
の
み　

石
川
郡
に
は
政
党
が
な

い
。
河
野
磐
州
翁
を
中
心
と
す
る
個
人
的
な
団

結
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
主
義
主
張
の
争
い
で

は
な
く
人
物
崇
拝
で
あ
る
。
磐
州
翁
が
自
由

党
・
進
歩
党
・
国
民
党
・
同
志
会
に
走
れ
ば
郡

民
も
ま
た
走
る
。
磐
州
翁
が
生
存
す
る
限
り
こ

の
関
係
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
県
議
選
挙
に

お
い
て
も
、
河
野
党
に
よ
る
挙
郡
一
致
が
見
ら

れ
る
。
小
針
啓
太
郎
氏
の
擁
立
・
辞
退
は
同
士

討
ち
を
招
い
た
。
し
か
し
、
挙
郡
一
致
の
風
習

が
郡
の
平
安
を
保
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

　

農
業
の
改
善
が
急
務　

石
川
郡
の
主
な
生
産

物
は
米
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
葉
煙
草
、
馬
、 
繭 
、

ま
ゆ

木
炭
、
麦
、
石
材
等
で
あ
る
。
先
ず
米
作
は
田

地
に
勾
配
が
あ
り
、
耕
地
整
理
に
適
す
る
と
こ

ろ
が
少
な
い
。
む
し
ろ
分
散
す
る
田
地
の
交
換

が
急
務
で
あ
る
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
玉
の
ま
ま
販

売
す
る
よ
り
は
、
粉
に
し
て
供
給
す
べ
き
で
あ

る
。
県
下
有
数
の
馬
産
地
で
は
あ
る
が
、
官
有

地
が
多
く
放
牧
に
不
便
で
あ
る
。
こ
れ
が
解
決

す
れ
ば
馬
産
は
急
発
展
す
る
だ
ろ
う
。
繭
は
整

理
期
に
入
っ
た
。
桑
園
の
整
理
は
急
を
要
す
る
。

ま
た
、
春
蚕
よ
り
夏
・
秋
蚕
の
適
地
だ
ろ
う
。

編
纂
室
だ
よ
り 

96

　

中
央
公
民
館
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
中
・
高
校
生
が

子
育
て
経
験
者
と
の
交
流
や
幼
い
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
合
い

を
通
し
て
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
す
る
「
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
ま
で
の
８
回
の
講
座
で
は
、
中
・
高
校
生
を
中
心
と

１２
し
た　

名
の
受
講
者
が
、
有
識
者
に
よ
る
講
義
の
ほ
か
、
保

４０

健
セ
ン
タ
ー
や
保
育
所
で
子
ど
も
達
と
接
す
る
実
習
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

各
講
座
修
了
後
に
は
、
家
庭
教
育
事
業
で
協
力
を
得
て
い

る
家
庭
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
そ
の
日
の
活
動
内
容
を
話
し
合
い
、
子
育
て

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

６
月　

日
の
開
講
式
で
は
、
石
川
文
化
幼
稚
園
長
の
掛
田

１８

勝
�
先
生
か
ら
「
子
ど
も
の
特
性
」
に
つ
い
て
の
講
義
の

あ
と
、
今
後
の
研
修
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

▲６月１８日におこなわれた開講式のもようです

第5回

　７月は健診を受けた人を対象に、各地区で健診
結果の説明会を開催しました。
健診も混み合っているようですが、健診の受診率
が希望者の約５７％で半数近くは未受診なのです。
説明会の当日の参加者は受診者の４割強、「要精
検なので説明したい！」と思う人は欠席だったり
…。働き盛りの年代の人も欠席者が多く、お話す
る機会がなくて残念に思います。
　高血圧や心臓病、高脂血症、糖尿病などですで
に病院にかかっている人は、そのまま継続して病
院で診てもらってください。家庭医として全体を
診てもらうことが大切です。来年は病院で受けま
しょう。
　また、「健康に自信がある」「忙しくて受けられ
ない」といった理由で受けていない人は、１年に
１回はぜひ受けて欲しいと思います。健診は生活
習慣病を見つけるための検査なので、若いうちか
ら受けて、自分がどの位の状態なのか知って、よ
い習慣に変えていくことが健診のねらいになりま
す。５０代や６０代で倒れたりしないために、３０代・
４０代の生活習慣が大きく影響してくるのですが、
自覚症状がないのでついつい後回しになっている
人はいませんか。

��������	
��

新
聞
記
者
が
見
た

大
正
時
代
の
石
川
郡
と
石
川
町　
６

石川町石川町 石川町 家 庭 教 育 推 進 事 業家 庭 教 育 推 進 事 業  家 庭 教 育 推 進 事 業  
～子育てサポーター養成研修会～ 
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納期
今月の

こんにちは
赤ちゃん

（平成１７年６月１日～６月３０日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

木戸　　 雫  （　正　・里　美） 山　形
しずく

添田　 脩  眞  （愼一郎・ヤス子） 山　形
しゅう ま

松山　 莉  緒  （和　洋・奈津子）  中　野
り お

水野　 愛  華  （新太郎・あ　き） 長久保
まな か

小林ちはや （伸　行・暁　美）  中　野
小池 陽  真  莉  （勝　広・真利江） 立ヶ岡

ひ ま り

山崎　　 蓮  （秀　生・朝　美） 双　里
れん

遠藤　 七  海  （悟　史・純　子） 沢　井
なな み

伊藤　 暢  或  （　渡　・早千江） 双　里
の あ

木戸　　 庵  （哲　也・ひろみ） 山　形
いおり

��������	
���
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交通事故にあったら  

　交通事故にあった・他人の飼い犬にかまれた・

他人の打ったゴルフボールにあたった…など、

第三者の行為によって受けた傷病についても、

国保で治療を受けることが出来ます。 

ただし、治療にかかった費

用は、国保があとから加害

者に請求します。 

　国保で治療を受けるときは、
必ず事前に「第三者行為によ
る傷病届」を提出してください。 

届け届け出に必要な必要なもの 届け出に必要なもの 

�交通事故証明書 
　（後日でも可） 
�保険証 
�印かん 

ただし、次の場合は国保で治療を受けることはできません。 

●加害者からすでに治療費を受け取っているとき 

●業務上のケガのとき 

●酒酔い運転、無免許運転などによりケガをしたとき 

◎示談は慎重に 

　国保へ届ける前に示談をすると、その取り決めが
優先して、加害者に医療費を請求できない場合があ
ります。また、後遺症などの治療費も対象となります
ので、示談を結ぶときは注意してください。 

必ず届け出を 

おくやみ
住 所　 氏　 名　

 矢　吹　ハルヨ 谷　沢
 郷　　　三喜子 大字新屋敷
 小　湊　タカ　 谷　地
 塩　澤　シゲノ 中　野
 緑　川　ハ　ナ 南山形
 佐　川　ヱ　ツ 赤　羽
 中　島　ヨシ子 沢　井
 鈴　木　徹　治 下　泉
 藤　田　久　子 南　町
 水　野　恒　吉 谷　沢
 山　口　タ　ケ 境ノ内
 渡　邉　久　雄 母　畑
 小　平　安　雄 古　舘
 玉　山　節　子 塩　沢
 遠　藤　マ　チ 山　形
 大　柿　と　よ 猫　啼
 金　澤　ト　ク 下　泉
 志　賀　タ　カ 下　泉
 佐　藤　正　美 谷　沢

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

高原　光聖（山　形）・関根亜矢子（浅川町）
添田　和博（北　山）・鈴木由佳里（鏡石町）
神山　　順（中　野）・菅原　直美（矢ノ目田）

カップル誕生



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第221回  
　山形小学校 

施設の紹介  
　春は白藤・秋はもみじと四季折々の美しい自然に囲まれた中で、全校生１７人が、仲良く協力して元
気いっぱい過ごしています。俳句作りも盛んで、美しい自然の中からたくさんの名句が生まれてい
ます。 

編集後記 
　元気なおじいちゃんおばあちゃ

んを取材させていただきました。

今回の取材で強く感じたことは“家

族”でした。どちらの家族も、とて

もあたたかくて居心地のよい家

庭でした。次に感じたのは“話が

おもしろい”とても前向きで好奇

心旺盛でした。「元気の源」ここ

に秘密が眠っているのでは？ 

（吉田知克） 

　夏に開花し、2ｍ近くに育つこともある多年草。

花をつける頃には、葉が落ちてしまうことから、

歯がない年齢になっても、なお、女の色気を保

っている姥にたとえこの名がついた。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第二保育所に通う円谷利奈（りな）さん（中）祖
父の英男さん（右）祖母のアイ子さん（左）です。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

ウバユリ（ユリ科） 

【左上段】6月30日、町内某所で絶滅危惧種
のハッチョウトンボを撮影。 
【右下段】6月15日行われた石垣島体験学
習団のひょっとこ踊りの練習風景です。 

町の人口 

18,831人（－18） 

（  ）内前月比 

●7月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,192人（－  4） 
9,639人（－14） 
5,580戸（＋  4） 

　空き箱を組み合わせて、思いおもいに好きな動物を作りました。その動物たちが集まって、ピク
ニックをしています。楽しい様子が現れるように池や木、草むらなども協力して作りました。 

ど う ぶ つ 村 の ピ ク ニ ッ ク  

酒井惣伍さん　添田綾香さん　小豆畑百香さん　酒井晃さん　小豆畑美雪さん　小湊将生さん 
そう ご あや か もも か あき み ゆき まさ き 
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